
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェブが、支持ファブリックによって支持されて、シリンダ上をそのシリンダと前記支
持ファブリック間で搬送され、
　前記支持ファブリックによって支持されて、前記ウェブが前記シリンダと前記支持ファ
ブリック間の開ニップからロールに向けて案内され、
　前記開ニップから前記ロールに向けた前記ウェブの走行が前記ウェブと反対の前記支持
ファブリックの側で生成される負圧によって支持され、
　前記支持ファブリックと前記シリンダ間の解放点の周辺の負圧が、前記解放点から離れ
た箇所の低負圧領域の負圧よりも高い、抄紙機の乾燥セクションにおける方法において、
　

　過負圧Ｐ nipが、前記過負圧領域において前記ウェブの走行性に及ぼすところの、可変
のまたは走行中変化する一つまたは複数のパラメータに従って制御され、その結果、前記
シリンダと前記ロール間で所望の走行性が維持されることを特徴とし、
　かかるパラメータは、
　前記ウェブの速度、
　前記ウェブの固形分（含有量）、
　使用されるパルプの組成（成分）、
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前記解放点の周辺から前記低負圧領域に亘る領域を、前記解放点の周辺の第１の領域と
前記低負圧領域の第２の領域に分割して、前記第１の領域の負圧を増大させて過負圧領域
にし、



　前記ウェブの坪量、
　
　前記ウェブに作用するドロー、及び
　前記シリンダの温度、
から成る群から選択される方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、前記支持ファブリックはワイヤまたはフェルトである
ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法において、前記ウェブが搬送される前記シリンダは乾燥シリンダ
又はロールであることを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法において、前記ウェブが案内されて向かう前記ロールは吸引ロー
ル、ターン・ロール、ワイヤ・ガイド・ロール、又は第２のシリンダであることを特徴と
する方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、前記過負圧領域の過負圧Ｐ nipが、５００Ｐ aより大き
く２００００Ｐ a以下、また前記低負圧領域の負圧Ｐ wireは１０乃至７００Ｐ aであること
を特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法において、前記過負圧領域が、ウェブの走行方向に、前記支持フ
ァブリックと前記シリンダ間の前記解放点から、３００ mmまで延在することを特徴とする
方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法において、前記過負圧領域が、前記ウェブの走行方向に逆らって
、前記支持ファブリックと前記シリンダ間の解放点から、３００ mmまで延在することを特
徴とする方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法において、前記乾燥セクションで、前記ウェブの乾燥固形分が６
５％以下であるとき、前記ウェブの走行が、前記開ニップで形成された前記過負圧Ｐ nip
によって支持されることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、前記過負圧領域において、前記ウェブの乾燥固形分の
含有量が高ければそれだけ低い負圧によって、前記ウェブの走行が支持されることを特徴
とする方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法において、前記過負圧領域において、前記ウェブの強度が低けれ
ばそれだけ高い負圧によって、前記ウェブの走行が支持されることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法において、全幅でスレッディングを用いる前記乾燥セクションの
始端で、各乾燥シリンダの開ニップで発生する前記過負圧Ｐ nipによって、前記ウェブの
走行が前記乾燥セクションで支持されることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法において、前記過負圧領域の過負圧が、通常の走行またはウェ
ブ・ブレイクの間よりも全幅でのスレッディングの間に使用されることを特徴とする方法
。
【請求項１３】
　請求項１に記載の方法において、 形成したウェブの乾燥が行われている前記
乾燥セクションにおける各乾燥シリンダの前記開ニップで発生する過負圧によって、前記
ウェブの走行が支持されることを特徴とする方法。
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前記ウエブの張力、

パルプから



【請求項１４】
　乾燥セクションは、ウェブの走行を向き直すために、シリンダを少なくとも一つと、支
持ファブリックと、ロールを有しており、
　前記装置は、前記支持ファブリックによって支持された前記ウェブを、前記シリンダ上
を、そのシリンダと前記支持ファブリック間で搬送する手段と、
　前記支持ファブリックによって支持されているときに、前記ウェブを前記シリンダと前
記支持ファブリック間の開ニップから、ロールに向けて案内する手段と、
　前記ウェブが前記開ニップから前記ロールに通過するとき、前記ウェブの走行を、前記
ウエブと反対の前記支持ファブリックの側で支持する負圧を生成する手段とからなり、
　該手段が、
　前記支持ファブリックと前記シリンダ間の解放点の周辺の区域をカバーする部分に高負
圧を、また前記解放点から離れた領域に低負圧を生成する、抄紙機の乾燥セクションにお
ける装置において、
　

　

　かかるパラメータは、
　前記ウェブの速度、
　前記ウェブの固形分（含有量）、
　使用されるパルプの組成（成分）、
　前記ウェブの坪量、
　
　前記ウェブに作用するドロー、及び
　シリンダの温度、
から成る群から選択される装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の装置において、前記支持ファブリックはワイヤまたはフェルトであ
ることを特徴とする装置。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の装置において、前記ウェブが搬送される前記シリンダは乾燥シリン
ダ又はロールであることを特徴とする装置。
【請求項１７】
　請求項１４に記載の装置において、前記過負圧領域の過負圧が、５００Ｐ aより大きく
２００００Ｐ a以下であることを特徴とする装置。
【請求項１８】
　請求項１４に記載の装置において、前記過負圧領域が、前記ウェブの走行方向を、前記
支持ファブリックと前記シリンダ間の解放点から、３００ mmまで延在し、また、ウェブの
走行方向に逆らって、３００ mmまで延在することを特徴とする装置。
【請求項１９】
　請求項１４に記載の装置において、前記制御手段が、測定によって得られた速度に従い
、前記過負圧領域の過負圧を制御する手段を有する装置。
【請求項２０】
　請求項１４に記載の装置において、前記制御手段が、測定によって得られた乾燥固形物
（含有量）に従い、前記過負圧領域の過負圧を制御する手段を有する装置。
【請求項２１】
　請求項１４に記載の装置において、該装置が、シングル・ワイヤ・ランまたはツイン・
ワイヤ・ランを備えた抄紙機の乾燥セクションに設置されたことを特徴とする装置。
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前記高負圧から前記低負圧に亘る負圧の領域を、前記解放点の周辺の第１の領域と前記
解放点から離れた第２の領域に分割する手段を有し、該手段が前記第１の領域の負圧を増
大して過負圧領域にし、

前記装置が、さらに、過負圧Ｐ nipを、前記過負圧領域で前記ウェブの走行性に及ぼす
ところの、可変のまたは走行中変化する一つまたは複数のパラメータに従って制御し、そ
の結果、前記シリンダと前記ロール間で所望の走行性を維持することを特徴とし、

前記ウエブの張力、



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願発明は、例えば板紙抄紙機または仕上げ機（ finishing machine）等の抄紙機等の乾
燥セクションにおける方法及び装置であって、特許請求の範囲の独立項の前段部分に規定
された方法及び装置に関する。
【０００２】
本発明は、特に、以下の如く構成された方法及び装置に関する、
すなわち、ウェブが、例えばワイヤまたはフェルト等の支持ファブリックによって支持さ
れて、例えば乾燥シリンダ、ロール等のシリンダ上を、そのシリンダと支持ファブリック
間で搬送され、
支持ファブリックによって支持されて、ウェブがシリンダとファブリック間の開ニップか
ら、例えば吸引ロール、ターン・ロール、ワイヤ・ガイド・ロール、別のシリンダ等のロ
ールに向けて案内され、
開ニップからロールに向けたウェブの走行（ run）がウェブと対向するワイヤの側で生成
される負圧によって支持される。
【０００３】
本発明は、特に抄紙機、板紙抄紙機、仕上げ機等の乾燥セクションへの適用を意図してい
る。また、本発明は、二つのシリンダとこれらの下に在ってワイヤの走行方向を転向する
ロールとの間にワイヤ・ポケットを形成する、シングルまたはツインのワイヤ・ラン（ wi
re run）を有する乾燥セクションに適用することができることを意図している。また、本
発明は、いわゆる反転された走行のある乾燥セクション、即ち、ワイヤの移送方向を転向
するロールが乾燥シリンダの上に設けられた乾燥セクション、これは、乾燥シリンダが二
箇所以上の位置で互いに上に設けられている場合の解決手段であるが、そのような乾燥セ
クションに適用することができることをも意図している。更に、本発明は、上記の乾燥セ
クションを組み合せした乾燥セクションに適用することができる。また、本発明は、前記
機械、装置の他の部分における適切な箇所に適用できることを目的とする。
【０００４】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
　 を乾燥シリンダの表面から確実に外すことができるように、ワイヤ・ポケット、
特に乾燥シリンダとワイヤの間の開始ギャップに負圧が必要であることは、以前から注目
されていた。ポケット全体の負圧を、必要とされる負圧まで増大させると、ある不都合を
生ずる。ポケット全体の空間を同じ高レベル負圧にするには、多量のエネルギを使用しな
ければならない。また多量のエアの漏洩が負圧を充分な高レベルに達成させまた維持する
ことを不可能にさせる。これまでは、送風ボックスによって、概ね、充分に負圧を増大さ
せることが可能であった。
【０００５】
更に、ポケット全体の負圧を高レベルの負圧に増大させると、他の不都合を生じさせるこ
とがある。ポケットの高さと同様の長さを持った長いワイヤ・ランに、高圧の負圧がかか
ると、ワイヤとウェブを屈曲させることがある。このとき、ワイヤは、送風ボックスの表
面または他の可撓性のない表面に接触し、ワイヤを損傷し、また走行性（ｒｕｎａｂｉｌ
ｉｔｙ）を損なう。ウェブの中央部と端部とでは、屈曲の仕方が異なり、ウェブ内にスト
レッチを生じさせる。これは走行性を損なう。また、開ニップに高圧の負圧がかかると、
ワイヤの解放点（係合が解除されるポイント、以下同様）を、乾燥シリンダ上より高い方
にシフトさせることがある。
【０００６】
これまでは、紙ウェブでのドロー（ draw）を増大させることにより、乾燥シリンダとワイ
ヤとの間の開始ギャップにおけるウェブの走行を確実にさせることが意図されてきた。ド
ローは、速度差を利用してウェブに伸張力を発生させることを意味する。しかし、過度の
ドローは、紙の伸張力を減少させ、紙の品質を損ない、しばしば走行性を損なう、つまり
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、多くのウェブ・ブレイク（断紙）を生じるので、ドローを増大させることは常に可能と
はいえない。
【０００７】
これまでに、より高い負圧を生成するため特別な吸引ボックスをシリンダとワイヤ間の開
ニップに設けることが提案されてきた。米国特許第５，３４１，５７９号は、開ニップに
特別な小型の吸引ボックスを設けて、その地点で或る負圧を保持することを提案している
。しかしこの吸引ボックス２０と吸引ロールでの負圧は同じ負圧ブロワ３２によって生成
される。従って、これらは、別々に制御することはできない。
【０００８】
米国特許第５，７８２，００９号は、二つの乾燥シリンダ間のポケットに吸引ボックスを
設けることを開示する。これによって、吸引ボックスは二つのセクションに分割される。
より高い負圧を持つ吸引ボックス・セクション１は、乾燥シリンダとワイヤ間の解放点の
領域に設置される。この領域は、メカニカル・シールによって外部環境から分離される。
ウェブの交差方向において、より高い負圧を有するセクション１はいくつかの部分に分割
され、そこで、ウェブ端の走行を確保するために異なる負圧を生成することができる。
【０００９】
米国特許第４，３５９，８２７は、二つの乾燥シリンダ間に形成されたポケットにマルチ
・セクション吸引ボックスを設けることを開示する。その吸引ボックスの一つのセクショ
ンは、ワイヤの走行方向に関し、第１の乾燥シリンダにおけるワイヤの前方で、その乾燥
シリンダとワイヤ間の解放点より前に設ける。このセクションに配された負圧は、ワイヤ
に接する吸引ボックスの他のセクションにおける負圧よりも高い。
【００１０】
そこで、本発明は、次のような方法及び装置を対象とする。即ち、いわゆる過負圧領域（
負圧が増大された領域、以下同様）での、つまり、支持ファブリックとシリンダ間の解放
点の近傍での負圧が、いわゆる低負圧領域（負圧がより低い領域、以下同様）における、
つまり、解放点から離れた箇所における負圧より高い、そのような方法と装置を対象とす
る。
【００１１】
これは、意外なことだが、開ニップにおいてより高レベルの負圧が使用されていても、乾
燥すべきウェブは、すべての外部環境で、最適の走行が得られるわけではないことが分か
っている。努力しても、ウェブは乾燥シリンダから、常に、適切に解放されるわけでわな
い、即ち、この解放の後で、ウェブは、ワイヤに追従することが出来ないように伸張する
ことがある。このときは、ウェブがブレク（断紙）しウェブ内に欠損が生じる。
【００１２】
　図１は、ワイヤ・ポケット２０の領域でウェブに作用する力Ｆを示す。乾燥シリンダ１
０とワイヤ１８との間の開ニップの始端で、高く狭い「力のピーク」Ｆ１がウェブに作用
する。ここでのピークの値は可変である。このピークはウェブを伸張させ、そのため、例
えば、ある条件で、ウェブ内に「バブル」を生じさせる。この「バブル」によって、ウェ
ブは、もはや、ワイヤに充分追従することができなくなる。ウェブ内の「バブル」の位置
では、脆弱なスポットが形成され、これが の走行性を損なう。ワイヤの走行おける
他端、例えばワイヤとロール間の閉ニップＫ２では、ウェブに作用する力Ｆ２は、図１に
示すように実質的に小さい、すなわちこの力は、ウェブをワイヤに密接に押圧するように
作用する。
【００１３】
【問題を解決するための手段及び発明の概要】
本発明は、上述した問題点を最小化した、乾燥セクションにおける改良した方法及び装置
を提供することである。
【００１４】
また、本発明の目的は、特にワイヤ・ポケットにおけるウェブの走行を、走行状態の間、
制御する方法及び装置を提供することである。
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【００１５】
また、本発明の目的は、特に、開ニップにおけるウェブの動作によって生ずる、前述した
乾燥セクションでの走行性の問題が、別の走行条件において最小化することのできる方法
及び装置を提供することである。
【００１６】
また、本発明の別の目的は、前述した開ニップの位置に、適切なレベルの高い負圧を生成
することができる方法及び装置である。
【００１７】
上述した目的を達成するために、本発明の方法及び装置は、特許請求の範囲における独立
請求項の特徴事項に記載する要件に特徴がある。
【００１８】
抄紙機の乾燥セクションの、乾燥シリンダとワイヤ間に形成されたポケット空間における
負圧に対する必要性は、一般に、多数の因子、生産パラメータ及び走行する紙の品質の双
方に依存する。
【００１９】
出願人は、ある条件、例えば、抄紙機の速度、ウェブの固形分（含有量）、使用するパル
プ品質、ウェブの特性、ワイヤの張力、乾燥シリンダの温度等が、ワイヤの開ニップでウ
ェブを乾燥ワイヤに密接に保持するのに必要な作用力に対し、特に影響を与え、そのため
、これらの因子が走行性に特別な影響を与えることを発見した。制御可能な負圧は、ウェ
ブをシリンダに付着させる他の変化する力を補償（相殺）するために、ウェブを、シリン
ダと対向する側の開ニップでシリンダの表面から解放するために必要である。ポケット空
間での一般的な負圧制御とは別に、開ニップでの負圧の制御を可能とする必要がある。
【００２０】
本発明に従う典型的な方法によれば、負圧Ｐ nipは、乾燥セクションの過負圧領域で、ウ
ェブの走行性に及ぼすところの、可変のまたは走行中変化する一つまたは複数のパラメー
タに従って制御される。かかるパラメータは、例えば
ウェブの速度、
ウェブの固形分（含有量）
使用されるパルプの組成（成分）
製造する紙または板紙の品質
ウェブの坪量
例えば多孔性のような、ウェブの特性
ウェブに作用するドロー、またはウェブの張力
シリンダの温度、及び /又は
走行状態、例えばウェブ・ブレイク（断紙、 web break）、スレッディング（ threading）
の状態、または通常の走行。
その結果、ウェブはシリンダの表面から制御された状態で解放される、またシリンダとロ
ールとの間に最適の走行性が維持される。
【００２１】
また、本発明によれば、走行及び紙の品質によって規定されたパラメータに従い、高い、
即ち増大された負圧の領域（過負圧領域）のレベルを制御することができる。そこで、
ウェブの湿気が多いほど、
走行速度が速いほど、
乾燥シリンダの表面がホットであるほど
ウェブが硬くないほど、あるいは
目標とする走行性が良好であるほど
過負圧領域の負圧をより高く保持することが有利であることに注目した。
【００２２】
ウェブの乾燥固形分は、ウェブを乾燥シリンダから解放するのに本質的な影響を与える。
ウェブの湿気が多いほど、ウェブをシリンダから解放するのが難しくなり、良好な走行性
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を得ることが困難であった。そこで、以前は、乾燥セクションにおいて良好な走行性を得
るべく、ウェブの乾燥固形分をプレスでできるだけ高いレベルまで増大させておくことが
目標であった。走行性に関しては、本発明を適用すれば、乾燥セクションに達するウェブ
の湿気を、以前と同じ程度に維持する必要はない。本発明の解法では、比較的湿気の多い
ウェブでもプレスから乾燥セクションに移すことができる。というのは、ウェブを乾燥シ
リンダから制御して解放すること、これは走行性に影響を与えるが、そのような制御され
た解放が、乾燥シリンダの開ニップでの高い負圧によって保証されるからである。本発明
を適用すると、所望の特性を持った最終製品が得られるように、例えば、単に中程度にプ
レスされたバルク状の製品を得るように、湿気を選択することができる。
【００２３】
過負圧領域では、例えば乾燥固定分（含有量）が６５％のウェブが、ウェブの湿気に起因
しウェブの解放を妨げる力を補償することをもはや必要としないほどに充分な強度に達す
るまで、その高い負圧を維持し制御することができる。その高い負圧は、典型的には、乾
燥セクションの始端で維持、制御され、その結果、ウェブが多く乾燥し及び /または収縮
し、そのため、ウェブの内部張力が、ウェブを乾燥シリンダの表面から制御された状態で
解放させ、ワイヤに追従させる。特に、品質の悪いパルプを用いた場合には、乾燥セクシ
ョンの全体で、過負圧（増大された負圧、以下同様）を用いることが有利であるかもしれ
ない。
【００２４】
本発明は、プレス及び乾燥セクションにおいて、全幅でのスレッディング（通紙）（ thre
ading）を利用することが可能である。プレスにおけるスレッディングは、例えば、次の
ようにして行われる。ピックアップ・ロールが下がってワイヤ部位から来る全幅のウェブ
に接触し、次いでその全幅のウェブが支持ファブリックに支持されてプレスを通過する。
プレスで、一つの支持ファブリックから次ぎの支持ファブリックに転送されるとき、その
ウェブの転送は負圧によって補助される。そこで、ウェブは全幅でプレスから乾燥セクシ
ョンの第１の乾燥シリンダに転送される。乾燥セクションでは、ウェブはすぐにその走行
を続けて乾燥セクションを通過させることができるから、ウェブは最大の幅を有する。次
いで、乾燥シリンダ間のポケットにおける負圧、即ち、過負圧及びポケットの他の領域に
おける負圧の双方がスイッチ・オンされる必要がある。過負圧領域の高い負圧は、急激に
かつ効果的に、到着する最大幅のウェブを乾燥シリンダの各開ニップの支持ファブリック
に付着する。
【００２５】
他方、プレスから到来するウェブは、まず乾燥セクションの最初の乾燥シリンダのドクタ
・ブレードで停止させることができ、次いでマシンより下に在るパルパー（溶解釜、 pulp
er）等に降ることが可能となる。ウェブのパルパー等への移動は、最大幅のウェブの上方
にある乾燥セクションの最初のポケット領域のボックス等に設けたドロップ・ブローによ
って、及びワイヤの最初のターン・ロールによる吸引と同様にポケットに設けたボックス
の吸引及び送風を閉じることによって補助することができる。
【００２６】
実際にウェブが乾燥セクション内をスレッディングするのは次のように行われる。プレス
の負荷が所望の線圧に対しセットされる。ポケット領域においては、吐出ノズル及び /又
は吸引装置を備えたボックス及びターン・ロール等で、吸引及び送風がスイッチオンされ
、次いで、最初の乾燥シリンダを通過したウェブが、好ましくはマシンの前側及び後側の
双方から、直ちにブローで裁断される。本発明によりスレッディングに適するように調整
された、過負圧領域における高い負圧は、全幅のウェブが、乾燥セクションで、乾燥ワイ
ヤに追従始めるのを保証する。そこで、吸引装置及びポケットで形成された負圧によって
乾燥セクションの所望の箇所まで案内される際、ウェブは全幅を有することができ、全幅
のウェブの前進は、適当な乾燥シリンダで、そのシリンダの後ろに在る、ウェブを搬送す
る吸引及び送風を閉じることによって停止することができる。ウェブが停止すると、従来
のリーダ（ leader）部分がアングル・カッターで遮断され、このリーダによって、ウェブ
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のヘッド部分を、従来のようにして乾燥セクションの残部を通過（ thread）することがで
きる。
【００２７】
本発明の解法によれば、乾燥シリンダからのウェブの解放は、過負圧領域の負圧Ｐ nipを
下記の式に従って制御することにより、異なる速度で保証することができる。
ｄｐ /ｄｘ＝４８μνＲ 2／ｘ 4

ここで、ｐは圧力、ｘは解放点からの距離、μはエアの粘度、νはウェブの速度、Ｒはシ
リンダの半径である。
【００２８】
この式は、負圧レベルについて、示唆に富む値を提供する。実際の負圧に作用する限定的
なパラメータがあるので、この計算値はしばしば実際に得られる値よりも高くなり得る。
例えば、負圧の最大レベルはウェブとワイヤの複合した透過率によって決定される。
【００２９】
抄紙機の速度が上がれば上がるほど、従来の乾燥セクションに在る乾燥シリンダとワイヤ
間の開ニップにおけるウェブの通行を制御することは困難になる、というのは、ウェブが
比較的しっかりシリンダ表面に付着しており、速度が増大するにつれてますます乾燥シリ
ンダに追従しようとするからである。数百メータの速度増加は、例えば、５００Ｐ aから
１０００Ｐ aのように、２倍のレベルの負圧が必要になることもある。
【００３０】
過負圧領域の負圧レベルを制御することによって、しばしば、通常より品質が低下したパ
ルプの使用が可能である。例えば、より少量の化学パルプを走行性に損害を与えることな
く使用することが可能である。ファイバの一部をファイバより安価な充填物と置き換える
ことも可能である。添加物の一部をもっと安価な添加物に置き換えることの可能である。
適切なレベルの高い負圧は、ウェブを乾燥シリンダから解放することを保証する。
【００３１】
紙の走行性と乾燥セクションの効率は、マシン（抄紙機）の速度、紙の乾燥固形分（含有
量）及び /又は紙の品質に従い、開ニップの負圧レベルを制御することによってのみ、以
前より実質的に高いレベルに適正化することができる。
【００３２】
本発明による解法を適用すると、乾燥シリンダの温度を以前より高いレベルまで上げるこ
とがしばしば可能となる。これは、温度を上げたことによるウェブの強度の変化を、制御
可能な過負圧で補償することができるからである。そこで、本発明を適用すると、乾燥シ
リンダの温度を上げたことにより乾燥セクションに余剰の容量を提供することができる。
【００３３】
以前は、例えば、プレス・セクションと乾燥セクション間のドローの差は、主として走行
性に基づいて選択された。本発明を適用すると、すなわち、負圧制御によって開始端の走
行性を改良すると、他の理由に基づく張力の差をも選択することができる。ドロー差は、
紙の品質、紙の特性、例えば多孔性、亀裂の伸び等に基づいて選択することができる。
【００３４】
マシンの速度が増加すると、従来の解法では、プレスと乾燥セクション間のドロー差が、
ウェブの品質を劣化させるほどに増大するはずである。本発明による負圧制御は、ドロー
差を、ウェブの品質、例えば多孔性を、現在以上に変化させない、少なくとも同じ位にな
るように低レベルに保持することができる。本発明を適用すれば、ウェブが固形成分６５
％に乾燥される前で、典型的には、全体のドロー差を４．５％より小さく、３％より小さ
くすることすら可能である。
【００３５】
以前は、ウェブを制御して乾燥シリンダから解放するのに必要なドロー差を得るために、
乾燥セクションを異なるグループに分割することが必要であった。本発明の解法では、以
前と同じだけ走行性に影響を与える必要がないので、以前より長い乾燥グループを乾燥セ
クションの始端に設けることができる。
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【００３６】
そこで、本発明を、１５００乃至２５００ m/min、典型的には約２０００ m/minの高速の抄
紙機に適用すると、乾燥セクションの始端にシングル・ワイヤ・ラン乾燥グループ、典型
的には８個以上の、好ましくは約１０個の、あるいはそれ以上の乾燥シリンダを有する乾
燥グループを設けることができる。長い乾燥グループは、コストの削減になる。
【００３７】
本発明による解法では、過負圧領域において、走行状態によって、典型的には、負圧のレ
ベルを、５００Ｐ aより大きく、もっと一般的には１０００Ｐ a以上２００００Ｐ a以下、
好ましくは１００００Ｐ aより小さく維持する。もちろん、必要によっては、負圧を上記
の値より大きく、または小さくすることが可能である。しかしながら、負圧レベルは、典
型的には、ワイヤのターン・ロールの表面で有効な負圧Ｐ rollよりも大きい。ワイヤ・ポ
ケットの他の部分における負圧はかなり低い、すなわち約１０乃至７００Ｐ a、好ましく
は１００乃至５００Ｐ a、典型的には２００乃至３００Ｐ aである。
【００３８】
過負圧領域は、典型的には、シリンダの開ニップにおけるワイヤ・ランをカバーするべく
設ける。そのため、過負圧領域は、シリンダとワイヤ間の実際の解放点の少し前から始ま
り、必要な距離だけ前方に伸びる。特に解放点で、負圧を最も必要とする。走行の間に、
解放点は前進しまたは後退する。そこで、送風ボックスは、充分な負圧の供給をすべての
走行条件を通じて保証しなければならない。シングル・ワイヤ・ランを備えた乾燥セクシ
ョンでは、過負圧領域は、典型的には、開ニップで、５０乃至５００ mm、好ましくは１０
０乃至２００ｍｍの長さをもった領域でよい。過負圧領域の長さは、ウェブの走行方向に
おける、二つの手段、例えばシール手段、スロットル手段、送風ノズルの間の距離を意味
し、その手段の間には、過負圧領域に隣接する空間における負圧よりも高い負圧がポケッ
トの空間で生じることを意味する。
【００３９】
過負圧を有する領域は、ウェブの交差方向に、狭い間隙状の領域を形成する。この領域は
小さくかつリークもわずかであるから、負圧は容易にかつ低コストで所望のレベルに維持
される。この領域はウェブの走行方向に関し短いから、ウェブとその支持ファブリックに
、非常に短時間だけ作用し、それ故、高い負圧にもかかわらず、これらに、有害な伸張ま
たは他の不利益な変化をもたらさない。
【００４０】
図１に示すように、負圧が打ち勝たなければならない「力のピーク」は、非常に限られた
領域に位置する。過負圧領域は、開ニップの方向、つまりウェブの走行方向に、乾燥シリ
ンダとワイヤ間の解放点から、せいぜい３００ mm、好ましくは４０乃至１４０ mm、典型的
には８０ mm伸びた領域に位置することが可能であろうことが判明した。これに応じ、過負
圧領域は、ウェブの走行方向に逆らって、せいぜい３００ mm、好ましくは４０乃至１００
mm、典型的には７０ mm、ワイヤと乾燥シリンダ間の解放点から伸びる。
【００４１】
本発明は、好適に、乾燥セクションに適用される。乾燥セクションでは、ウェブの走行を
アシストする負圧が、送風ボックス、送風ボックス組み合せ、または吸引ボックス、吸引
ボックス組み合せによって生成される。これらのボックス等は、ウェブの全幅に亘って伸
び、乾燥シリンダから到来するワイヤ・ランの正面のワイヤ・ポケットに配置する。これ
らのボックスによって生じた負圧によって、ウェブは、開ニップの後を、所望の距離を超
えてまでもワイヤに付着され続ける。従来の乾燥セクションでは、送風ボックスまたは吸
引ボックスは、二つの乾燥シリンダと例えば吸引ロールである乾燥シリンダ間のターン・
ロールとの間に形成されるポケット、いわゆるワイヤ・ポケットの大部分を占有する。
【００４２】
　本発明の適用に適した送風ボックスは、典型的には、送風用のエアを生成する手段と組
み合せ、シリンダから離れたワイヤの側に、主として、ワイヤとシリンダ間の開ニップに
設ける。そのため、ワイヤとシリンダ間の実際の解放点から、 の走行方向に少し前
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方に伸びている。送風ボックスは、典型的には、ウェブの走行方向に対し交差しかつワイ
ヤに近接して設けた二つのノズル、例えば吐出ノズルを有し、または、一つの吐出ノズル
と一つのシール手段を有する。
【００４３】
第１の吐出ノズルまたはシール手段は、好適に、主として、ワイヤとシリンダ間の開ニッ
プ、好ましくはワイヤとシリンダ間の解放点の前に設ける。第２のノズルまたはシール手
段は、ウェブの走行方向で、第１のノズルと開ニップから離れた箇所、例えばターン・ロ
ールまたは吸引ロールの閉ニップ（間隙）に設けてよい。あるいは第２のノズルは、ポケ
ットの他方の側、例えば第２の乾燥シリンダ、または乾燥シリンダ間のロールに設けるこ
とができる。
【００４４】
吐出ノズルは送風装置に設けられ、送風装置とワイヤ間の間隙からエア・ジェットを吹き
出す。そのため、ノズルから吐出したエア・ジェットが余剰のエアがその間隙に入り込む
のを阻止し、及び／又はそのジェット効果で送風装置とワイヤ間の間隙から吸気し、そこ
でウェブを支持する負圧がその間隙に維持される。
【００４５】
実際の過負圧領域では、ワイヤと送風ボックス間の間隙を、スロットリング、吐出ノズル
等によって二つの領域に分割し、また、その間隙の、ウェブの走行方向の最初のサブ領域
、即ち、ワイヤの解放点の周辺の区域をカバーする部分で、負圧を増大させる。間隙の第
２のサブ領域では、実質的により低い負圧レベルを維持することができる。
【００４６】
間隙を分割するスロットル手段が単に機械的なシールである場合は、過負圧領域の負圧は
、例えば最初の吐出ノズルの空気流を調整することによって制御できる。この制御によっ
て、過負圧領域の負圧を増大しまたは減少させることができる。スロットル手段により、
その制御は過負圧領域以外の部分の負圧に実質上影響を与えない。
【００４７】
他方、スロットル手段が吐出ノズルであるときは、また、吐出ノズルの空気流を制御する
ことによって過負圧領域の負圧を制御することができる。スロットル手段によって過負圧
領域から放出されたエアは、他の負圧領域に流入することが許容される。というのは、そ
の量が通常負圧領域のサイズに対して少量であり、またその放出されたエアが、ノズルの
すぐ後で、ガイドプレートあるいは放出チャンネルによって、全体的に負圧領域の外に導
かれるからである。
【００４８】
本発明に適した送風ボックスは、典型的には、負圧を生成する手段、例えば吸引チャンネ
ルに接続され、概ね吐出送風ボックスと同様に、ワイヤまたはシリンダから離れたファブ
リック上に設けられる。送風ボックスは、直接及び／又は吸引ロールを介し、ポケットの
外側にあり負圧を生成させる手段に接続することができる。なお吸引ロールは、乾燥シリ
ンダ間に位置しウェブの走行方向を向き直す。吸引ボックスとワイヤ間の間隙は、可撓性
の又は偏向用のメカニカル・シーリング・レッジ（ ledge）または吐出ノズルによってシ
ールすることができる。
【００４９】
本発明による過負圧のある分離したサブ領域は、また、送風装置を備えた他の多種の負圧
領域に形成することができる。送風装置は、シングル・ワイヤ・ランまたはツイン・ワイ
ヤ・ランを有する乾燥セクションにおいて、ワイヤ・ランの一部をカバーする送風ボック
スとすることができる。あるいは、例えば抄紙機で、ある別のワイヤ・ランまたはフェル
トをカバーする送風ボックスとすることができる。このときのワイヤ・ラン又はフェルト
では、ウェブがロールから解放され及び／若しくは負圧でワイヤに付加されてあり、そし
て過負圧を有する低負圧領域（負圧がより低い領域）が従来の負圧に加えて必要となる。
【００５０】
もちろん、複数のスロットル手段、例えばメカニカル・シール、流入防止プレートまたは
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吐出ノズルを、ボックスとワイヤ・ラン間の負圧領域を二つ以上の異なる領域に分割する
ために用いることが可能である。千鳥状の負圧を有する、連続した数個の負圧領域を形成
できる。
【００５１】
実際の送風装置は、単一の簡素な構造から成る、即ち、複数のボックス構成要素で形成す
ることができる。ボックスの構成要素間に、例えばエアを負圧領域から他の領域または外
部に運び出すために、エア・チャンネルを設けることができる。
【００５２】
負圧を生成するノズルは、簡単なギャップ・ノズルとすることができる。このノズルは、
そこから流出したエアが負圧領域に入り込まないように設け、及び／又はボックスとワイ
ヤ間の所望の点で吐出効果を発生させる。特殊なノズルを送風ボックスで有利に使用する
ことができる。そのようなノズルは、弾性的にまたは回転自在に装着したノズルであって
、必要なときに、例えば紙の塊りがワイヤを押してノズルの衝突する場合に、自由にワイ
ヤから遠ざけて、ワイヤを破断しないようにする。
【００５３】
エアを過負圧領域から外に導き出すために、本発明は、凸面を有効に利用しており、その
凸面のコアンダ効果を用いて、エアを、制御した状態で所望の方向に、過負圧領域の外部
にも導くことができる。コアンダ効果を利用した面により、過負圧領域から放出されたエ
アを、低負圧領域を通りエア放出口に向け、またはその放出口を通り、そこから、エアを
、更に吐出または吸引を利用して所望の空間に放出することが出来る。
【００５４】
過負圧領域において本発明の解法に従い生成した負圧は、更に、この領域に吸引発生手段
を設けることにより強化することができる。吸引は、過負圧領域に接続され、例えば吸引
チャンネルを介し吸引発生手段と連通した吸引口を、送風ボックス内に形成することによ
って生成できる。負圧レベルは、送風ボックスに配置され吸気を生成する手段によって、
簡単に制御することができる。ボックスの吐出ノズルは個別に制御することは必要なく、
これらは送風を生成する共通の手段に接続する。
【００５５】
スロットル手段が、それ自身が能動的に及び制御可能に負圧を増大しない機械的な限定手
段である場合に、特に、吸気は有効に利用できる。しかしながら、吸気は付加的なものと
して、また他の場合には負圧も制御するために使用することができる。紙くずが負圧領域
に入って吸引チャンネルに達することを防ぐために、吸引口の前に、ネットなどを設ける
ことは有益である。
【００５６】
吸引ボックスの場合と対照的に、ワイヤとボックス間で過負圧領域を画成する手段の位置
で送風が行われる場合は、吸引を本発明に従う送風ボックスの解法と結合して使用すると
きは、ボックスとワイヤは相互に接触しない。
【００５７】
【発明の実施の態様】
以下、本発明を、添付の図面を参照に、更に詳細に述べる。
【００５８】
図２はウェブに作用する力Ｆ、及び、二つの乾燥シリンダ１０，１２間に形成されるポケ
ット、ターン・ロール１４、ウェブ１６及びワイヤ１８間に形成されるポケット２０にお
いて、力Ｆを補償する負圧Ｐの概要を示す図である。図２の場合では、ターン・ロールは
穿孔されたまたは溝の付いた吸引ロールとすることができる。この吸引ロールには、負圧
が、ロールの端部の軸を介し供給される。負圧は、また、ポケット空間に近接した周辺セ
クタを介し、ターン・ロールに供給することもできる。ターン・ロールは滑らかな表面ま
たは溝のついた表面を有することができる。紙ウェブ１６は、ワイヤ１８によって支持さ
れながら屈曲して、シリンダ１０，１２を交互に及びターン・ロール１４を交互に走行し
、その結果、シリンダとターン・ロール間にポケット２０が形成される。

10

20

30

40

50

(11) JP 3800316 B2 2006.7.26



【００５９】
ワイヤ１８は、いわゆる入力開ニップ２２において、最初のシリンダ１０の外面から解放
され（外され）、ターン・ロール１４の方へ走行する。その結果、最初のシリンダとター
ン・ロール間に、いわゆる入力ワイヤ・ラン２４が形成される。これに対応し、ワイヤは
、いわゆる出力ワイヤ・ラン２６として、ターン・ロールから第２の乾燥シリンダ１２に
向け走行し、閉ニップ２８を通過して第２のシリンダを走行する。
【００６０】
ポケットの入力側では、開ニップ２２及び閉ニップ２２’において、ウェブをポケットの
外側のワイヤから解放するピーク力Ｆ 1及びＦ 2が形成される。Ｆ 1は実質的にＦ 2より大き
い。これらの力の間に、非常に小さい解放力Ｆ 3がウェブに作用する。ターン・ロール１
４では、遠心力Ｆ cがウェブをロールの周面から解放しようとする。ポケットの出力側に
おいては、開ニップ２８’と閉ニップ２８で、ウェブを保持するピーク力Ｆ 4、Ｆ 5が形成
される。
【００６１】
送風ボックスまたは吸引ボックスはウェブを解放する力を補償するためポケット内に設置
される。このボックスは、ウェブの外面に、ウェブを解放する力を補償する負圧を作用さ
せる。開ニップ２２では、負圧がＰ nipである過負圧領域Ａ nipを設け、ポケットの他の領
域では、負圧がＰ pocketである、低負圧領域Ａ pocketを設ける。負圧Ｐ rollの吸引手段は
ターン・ロール内に設ける。
【００６２】
ポケットの入力側の開ニップで形成されウェブを解放する力Ｆ 1が、例えば、点線で図示
するように、異なる走行パラメータによって変化するときは、過負圧Ｐ nipは、これ対応
して、値Ｐ nip'に制御されて、変化した力Ｆ 1'を補償する、
図３は、二つのシリンダ１０，１２間のポケット２０で所望の負圧レベルを維持するため
の、例示的な一解法を示す。図３は図２と同じ参照符号を使用している。
【００６３】
図３の場合は、ウェブの上に延在する送風ボックス３０をポケット内に装備することによ
って、ボックスの一側面３２が入力ワイヤ・ラン２４とともに、比較的狭い間隙３４を形
成し、その間隙内で送風ボックスが負圧を生成する。送風ボックスの側面３２の上位部分
には、ボックス３０からワイヤの方に突出するがワイヤに接触しない吐出送風ノズル３６
を設ける。送風ノズル３６は、開ニップ２２の上方にあるボックス内に、例えば、大概ワ
イヤの走行方向とは反対方向にノズルの間隙３８からエアを放出するように、また、ワイ
ヤ１８とシリンダ１０間の実際の解放点４０より上方のポイント、すなわちワイヤの走行
方向にについて解放点より前のポイントで、エアが放出されるように設置する。ノズル３
６から放出されたエアは、ワイヤとともに運ばれるエアがボックス３０とワイヤ間の間隙
３４に入るのを防止し、更に、その内部で負圧を生成する間隙からエアを追い出す。ノズ
ル３６は、ノズルをワイヤの方に適切に押し付けるスプリング４２により、ボックスに固
定される。しかし、例えば、紙の塊りがワイヤとシリンダ間のノズルを通過する際には、
ノズルがボックスの方に押されるように固定される。ノズル３６は、放出された空気流を
導くそれ自体知られたコアンダ表面で構成するのであれば有利である。
【００６４】
送風ボックス３０の他端、即ち、下方の端部には、第２のノズル、即ち簡単な間隙状のノ
ズル４４を形成する。このノズルはエア・ジェットを有する。このエア・ジェットはター
ン・ロールの回転方向とは反対に向けられ、そのため、エアがターン・ロールを通過しこ
のロール１４とワイヤ１８間の閉ニップの方に行くのを防止する。ノズルの送風は、また
、ボックスとワイヤ間の間隙からエアを追い出すことができる。多くの乾燥セクションで
は、吸引ロール、例えば出願人のＶ ac（真空）ロールがターン・ロールとして用いられる
。これは図示の矢印に示すようにポケット領域からエアを吸引する。
【００６５】
更に、第２のシリンダ１２の閉ニップ２８に近接する送風ボックス３０内で、閉ニップの
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若干後ろ、即ち、ワイヤが既にシリンダに付着したポイントに、第２の吐出ノズル４６を
設ける。この第２のノズルのエア・ジェットはポケットから外に、概ねワイヤの走行方向
に向けられる。このエア・ジェットはエアがノズルとワイヤの間隙を通して負圧ポケット
に入り込むのを阻止する。このようにして、負圧はポケット全体で維持される。
【００６６】
更に、必要なときには、送風ボックス内に、例えばノズル４４の上方に、いわゆるドロッ
プ・ノズル（図示せず）を装着することができる。これはエア・ジェットを直接ウェブに
向け吹き出すことにより、ウェブ１６がスレッディング段階の初期でワイヤ１８に追従し
てターン・ロールに行くのを阻止する。ドロップ・ノズルはウェブをシリンダ１０の下方
のドクタ・ブレード１１の方に移動させる。これによってドクター・ブレードがウェブを
下方、例えばマシンの下にあるパルパ等に案内する。
【００６７】
本発明によれば、ボックス内で、第１のノズル３６から若干離れた所にスロットル手段５
０を設ける。スロットル手段はボックス３０とワイヤ１８間の間隙３４を二つのセクショ
ンに分割する。セクション３４’は過負圧を有し、他のセクション３４”はより低い負圧
を有する。図３の場合は、スロットル手段はメカニカル・シールであって、セクション３
４”からセクション３４’への空気流を阻止し、または少なくとも減じる。図３の場合、
吐出ノズル３６を、ポケット２０の小部分３４’からエアを除くために設ける。これによ
って、ポケットの他の部分の負圧と比較して、この小部分には、比較的容易に、非常に高
い負圧をも発生する。望む場合は、スロットル手段５０として別の吐出ノズルを設け、積
極的にエアをウェブの走行方向に移す。そのため、このノズルは過負圧領域３４’での負
圧の生成に助力する。
【００６８】
そこで、図３に示す場合では、この領域のボックスとワイヤ間の間隙を、より小さい負圧
を有する他の領域から孤立化することによって、ワイヤの解放点４０の負圧を増大するこ
とができる。弾性のスロットル手段又はボックスに弾性的に固定されたスロットル手段は
、ボックス内で、ワイヤに非常に近く、ワイヤから１０ mm未満までも接近するように突出
する。そのため、負圧領域３４’をその他の周辺の空間から効果的に分離する。更に、ワ
イヤからノズルまでの距離が短く（２０ mm未満あるいは１０ mm未満でも）、かつ、このノ
ズルからのエアジェットが充分である場合には、開ニップにおいて、多くの走行要件に対
し充分な負圧が、他に何らのアクションなしに得ることができる。ポケットの他の部分で
は、これらの領域では充分な、実質的に低いレベルの負圧を保持することができる。こう
してワイヤの屈曲は避けられ、これにより走行性は改善される。
【００６９】
セクション３４’における過負圧は、主にワイヤの解放点４０で、ウェブがシリンダ１０
の表面から解放されるのを助力し、ウェブをワイヤに確実に付着させる。セクション３４
”のより小さな負圧は、既にシリンダから解放され更にターン・ロールまでワイヤに付着
されたウェブを保持するのに充分である。典型的には、ウェブをターン・ロールの表面に
付着・保持するために、吸引手段をターン・ロールに設ける。この吸引手段はまたポケッ
ト内で効果を持つ。第２の吐出ノズル４６は、ボックスと第２の乾燥シリンダ間の間隙を
シールし、ポケット内に負圧を確保し、また、ウェブが閉ニップ２８でポーチ（ pouch）
を形成しないことを保証する。本発明の解法では、間隙３４’を除くポケットの他の部分
では比較的低い負圧、典型的には、２００乃至３００Ｐ aで充分である。
【００７０】
図３に示す解法においては、送風ボックスは比較的狭く、ポケットの一部だけを占有する
にすぎない。ターン・ロールとボックス間には、比較的大きな空間が残る。望む場合は、
送風ボックスの構造をポケットのほとんど全空間を占有するほどに大きくし、小さな間隙
のみがボックス３０の低位部分とターン・ロール間に残るようにすることができる。この
場合には、ノズル４４はボックスの下端部で、閉ニップの側、即ち通過するウェブ２６の
側に設けることができる。
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【００７１】
共通の送風エアの供給、または各ノズルで個別に制御されたエアの供給をボックス３０の
送風ノズルに対し設けてもよい。ノズル３６がそれ自身で供給できる場合は、過負圧のレ
ベルは、このノズルで個別に制御することができる。本発明によれば、エアの供給は、負
圧を制御しようとする走行パラメータに依存するようにアレンジすることができる。
【００７２】
本発明の解法では、更に必要であるならば、ノズル３６とスロットル手段５０の間に、吸
引チャンネル５２、例えばウェブ全体を横切って延びる間隙に接続した吸引口５４を形成
することができる。この間隙によって、間隙３４’を介しより多くのエアを過負圧領域か
ら取り除くことができる。
【００７３】
紙くずが吸引チャンネルに達するのを防止するため、吸引口の前にネットなどを設けるこ
とは有益である。吸引チャンネルは、ウェブ・ブレイク（断紙）が生じたときにエアを間
隙３４’内に吹き出して間隙を清掃するため、送風機に接続できるように形成することが
できる。
【００７４】
吸引動作は送風ノズル３６によって可能となる。このノズルは、支持ファブリック及びウ
ェブが吸引されてボックスに近づきすぎるのを阻止する。送風は支持ファブリックがボッ
クスの構成物に接触するのを防ぐ。
【００７５】
本発明の解法によれば、過負圧領域の負圧のレベルは、上述した方法に加え、またはこれ
に替えて、様々な方法で制御することができる。例えば、負圧レベルは、吸引口５４を通
るエアの放出を調整することによって制御できる。それから吐出ノズルから吹き出す空気
流を一定に保持することもできる。他方、ウェブ２４と、ノズル３６のコアンダ表面及び
／又はスロットル手段５０との距離を調整することによって、あるいは、例えば吐出ノズ
ル３６から吹き出すエアの量を調整することによって、負圧を制御することができる。
【００７６】
図４では、本発明の解法がツイン・ワイヤ・ランを備えた乾燥セクションに適用されてい
る。上位のワイヤ１８は巻装されて最初の乾燥シリンダ１０からターン・ロール１４を介
し第２のシリンダ１２まで通過する。こうして、シリンダ間にワイヤとターン・ロールに
よって画成されたポケット２０が形成される。このポケットでは、大概、図３のそれと同
様の送風ボックス３０が配置され、吐出ノズル３６とスロットル５０がワイヤの解放点４
６で過負圧領域を画成する。第２の送風ノズル４６は、また、漏れたエアがポケットの空
間に流入するのを阻止するために送風ボックス内に設置される。
【００７７】
図４に示す乾燥セクションにおいて、本発明に従う対応の送風ボックスを、下位のワイヤ
・ランの領域に設け、下方の乾燥シリンダ１０’からウェブ１６が解放されて下位のワイ
ヤ１８’上の短い距離を走行できるようにすることができる。
【００７８】
図５は図３の変形である。図３と同じ参照符号は、それが適用可能であるときは、図５に
おいても使用している。図５のボックス３０は、その下位部分が広がってターン・ロール
１４の周辺部の大部分を覆っている。そこで、ターン・ロールの周辺部とボックスの下位
の面との間に狭い間隙が形成される。図５の場合、ウェブの入力側で、ターン・ロールに
沿って間隙３１から間隙３４をエアが通過するのは、間隙３１の始端に設けたシーリング
・レッジ３３によって阻止される。ボックスは、ターン・ロール１４とワイヤ２４間の閉
ニップに、図３のエア・ブロウ４４（ノズル）を備えていない。図５の場合は、ボックス
３０と第２のシリンダ１２間の吐出ノズルも必要ない。出力側ワイヤ・ラン２６とボック
ス３０間の間隙３７は上方が広がっており、これにより間隙に入ったエアは間隙から容易
に除去される。図５の場合は、ロール１４はエアを間隙３４，３１，３７から吸引する吸
引ロールである。
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【００７９】
図６は、図３及び図５の変形を示す。送風ボックス３０がポケット２０の大部分を覆う。
ボックスの第１の面が、過負圧領域３４’を、乾燥シリンダ１０とワイヤ間の解放点に形
成する。送風ボックスは、過負圧領域に向けた吸引装置を有する別の吸引ボックス３０”
を備える。
【００８０】
更に、ボックスの第２の面は、第２のシリンダ１２とワイヤ間の係合点に非常に接近して
延びる。ボックスの壁面と出力側のワイヤ・ラン２６間には狭い間隙だけが残る。このた
め、間隙はポケットの外側からエアが流入するのを制限する。そこで、所望の負圧がポケ
ット内に維持される。
【００８１】
図７は、また、図３の変形である。以前の図と同じ参照符号は、それが適用可能であれば
、図７に使用される。図７のボックス３０は図３のボックスより小型であり、第２の乾燥
シリンダ１２まで延びていない。このようなボックスは、ボックスによって供給される負
圧がターン・ロール１４と第２の乾燥シリンダ間のワイヤ・ラン２６で負圧が必要でない
場合に使用することができる。ボックス３０のノズル３６，４４は、互いに異なる送風チ
ャンネル３０’ a、３０’ bに接続され、別々に制御可能である。弾性のスロットル手段５
０は、負圧領域を二つのセクション３４’、３４”に分割し、そのセクションでそれぞれ
異なる負圧レベルが維持される。
【００８２】
図８は、図３の更に別の変形である。以前の図と同じ参照符号は、それが適用可能であれ
ば、図８に使用される。図８では、大概、ポケット全体のサイズを持った吸引ボックス６
０が、ポケット空間２０に設置される。狭い間隙６２，６２’は吸引ボックスとワイヤ・
ラン間に形成される。開口６６を有する吸引ボックスの下位部分は、ターン・ロールの形
状に従うように屈曲されており、そのため吸引ボックスとロール間に狭い空間６８が残る
。その空間の端部はメカニカルな手段７０，７０’によってシールされる。吸引ボックス
の表面は解放、例えば穿孔されており、このため吸引ボックスがターン・ロールで負圧を
生成することができる。ターン・ロールはワイヤ・ランと吸引ボックス間の間隙６２，６
２’からエアを吸引し、その間隙に、ウェブの走行に対し必要な負圧を生成する。
【００８３】
過負圧領域は、入力側の間隙６２の上方部分に、その上端部６３をシール手段７２，７２
’で間隙から隔離することによって、及びこの上端部を吸引口７４に接続することによっ
て、形成する。開口は、放出チャンネル７６を介し、別々に制御された放出ブロワ７５に
接続する。間隙６３から放出された空気流を制御することによって、それぞれの状況に対
し最適なレベルの過負圧を、ワイヤの解放点の領域に生成することができる。そこで、こ
の制御された負圧レベルがウェブを乾燥シリンダからターン・ロールに導く。
【００８４】
もちろん、エアを間隙６２から追い出すために、図３に示された送風ノズルを吸引ボック
スに接続することも考えられる。
【００８５】
図９は、図３のもう一つの変形を示す。図９においては、ボックスは数個のセクションか
らなる。そこには、二つの加圧ボックスセクション３０’ a、３０’ bと、ひとつの負圧ボ
ックスセクション３０”が在る。これらのボックスは、ターン・ロール１４からある距離
をおいて、主として、一方が第１の乾燥シリンダ１０とワイヤ１８間の解放点４０であり
、他方が第２の乾燥シリンダ１２とワイヤ間の係合点４０’である双方の間に設ける。
【００８６】
ボックスは、主として、ポケットの上位部分だけを占有する。負圧はロール１４の吸引効
果によって、また付加的に、送風ボックス内に設けた吐出ノズル３６，４６によって生成
される。これによって、吐出ノズルはエアをポケットから除去し、または少なくともエア
がポケットに入り込むのを阻止する。
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【００８７】
過負圧は、過負圧領域３４’で吐出ノズル５０によって生成される。吐出ノズルは、送風
ボックスの下位セクション３０’ bで、ワイヤに近接して、かつワイヤの走行方向の、解
放点４０から少し離れた箇所に設ける。エアはワイヤとボックス間の間隙３４’からポケ
ットの下位部分に追い出される。間隙３４’から吐出ノズルによって除去されたエアの量
は少なく、ボックスより下のポケットの負圧レベルに、著しくに影響を与えるものではな
い。エアは、吐出により二つの方向で、過負圧領域から除去することができる。これに加
えて、あるいは替えて、エアは、吸引ボックス３０”に形成された吸引口５４及び制御プ
レートを備えた放出チャンネル５２を通して放出することが出来る。もし吸引のみによっ
てエアを放出することを望むのであれば、吐出ノズルはシール手段に置き換えることがで
きる。
【００８８】
更に、図９は制御プレート８０’、８２’を備えたチャンネル８０，８２を示す。ブロワ
８４により、エアが、これらのチャンネルを通して、過負圧領域の境界で吐出ノズル３６
，５０に接続された送風ボックスセクション３０’ a、３０’ b内に吹き込まれる。本発明
によれば、過負圧領域の負圧は図９に示す制御プレート５２’、８０’、８２’によって
制御することができる。そのため、負圧は優勢な（または一般の）走行状況に関し所望の
大きさを有する。
【００８９】
最後に図１０は、図３の更に一つの変形を示す。吐出ノズル５０は、図１０の送風ボック
ス内で、過負圧領域の低端部に設ける。そのため吐出ノズルがエアを領域３４’から放出
する。領域３４’から吐出したエアは、ボックス３０のより下位にあるセクションに設け
たチャンネル８６によって、ボックス３０と第２の乾燥セクション１２間の間隙を通じポ
ケットから外に向けられる。チャンネル８６の入力側の開口８８は過負圧領域を去った空
気流に対し開けられている。更に、チャンネル８６は下方に屈曲するように形成され、そ
のためほとんどターン・ロール１４の表面にまで延びるている。これによってチャンネル
８６とロール１４間に狭い空間９０が形成される。この空間は、空気流がターン・ロール
の回転方向をポケットの出力側２０”から入力側２０’に流れるのを制限する。
【００９０】
図１１は、例として、マシンの異なる速度に対する、良好な走行性を可能とする負圧の限
度（範囲）を示すグラフである。曲線ａは、走行条件が良好な場合であって、良好な走行
性を得るために比較的小さな一定の負圧が必要である場合を示す。曲線ｂは、走行条件が
悪く、しかし良好な走行性を得るには比較的高い負圧が有効である場合を示す。曲線ｂ’
は、ある走行条件が良好だがある走行条件が悪い場合であって、悪い条件にもかかわらず
、適当に過負圧が良好な走行性をもたらす場合を示す。もし走行条件が非常に悪くても、
ある場合には、それはどちらの条件が悪いかに依存するが、曲線ｂより下でも負圧を増大
することによって良好な走行性を得ることが可能である。しかし、これは全ての場合に当
てはまらない。多くの場合は、走行条件は、負圧が曲線ａとｂとの間のどこかに制御され
なければならない類のものである。
【００９１】
過負圧領域では、負圧は、測定されたまたは何か別の方法で決定された可変パラメータ、
例えば、速度、乾燥固定分、ドローの差、またはウェブの張力などに従う制御手段によっ
て制御される。制御の必要性を観察するための、及び正しい制御レベルを設定するための
測定情報は、例えばプロセス情報から制御装置に与えることができる。他方、制御の必要
性は、視覚的点検によって観察することができる。例えば、低下したウェブの張力は、し
ばしば視覚的点検によって検知できる。
【００９２】
本発明によれば、負圧レベルは、例えば、プレスで、所望のドローの差、例えば３％が得
られるように制御することができる。これにより、紙の特性は、更なるプロセスの必要性
に従い最適化することができる。
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【００９３】
本発明は上述した例示的な実施例に限定されずに、特許請求の範囲に記載の請求項によっ
て規定された範囲内で、広く適用可能であることが意図されている。本発明は乾燥セクシ
ョンにおける走行性の改良にだけ関係するように限定することを意図していない。本発明
では、また、他の目的に適用すること、例えばウェブをプレスから乾燥セクションに導く
際に適用することができる。
【００９４】
過負圧領域は、ウェブを横切って、あるいはそのウェブの横断方向をウェブの一部に亘っ
て延びることができる。過負圧領域は、例えば、ウェブの端部領域にのみ、あるいはスレ
ッディング領域の前方にのみ設けることができる。走行条件に従う過負圧領域での負圧の
制御に加えて、ウェブの横断方向のウェブの異なる位置で別個に負圧を制御することが可
能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】ワイヤ・ポケット領域のウェブに作用する力の概要を示す説明図である。
【図２】本発明の解法によって生成した負圧と、図１に示すような、ポケットで発生する
力に逆らう力を生成する負圧とを対応させて示す説明図である。
【図３】シングル・ワイヤ・ランを持つ抄紙機の乾燥セクションにおける二つの乾燥シリ
ンダ間のポケットを示す縦断面図である（これによって、本発明に従う制御可能の過負圧
レベルを有する送風ボックスが、このポケットに配置される）。
【図４】ツイン・ワイヤ・ランを持つ乾燥セクションにおいて、図３の解法を示す断面図
である。
【図５】図３の別の態様を示す断面図である。
【図６】図３の別の態様を示す断面図である。
【図７】図３の別の態様を示す断面図である。
【図８】制御可能の負圧レベルを有する がポケットに設置された場合に、図
３に従う解法を示す断面図である。
【図９】図３の別の態様を示す断面図である。
【図１０】図３の別の態様を示す断面図である。
【図１１】マシンの速度が、必要とされる負圧にどのようにに依存するかを示すグラフで
ある。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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